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本プログラムは主として施設スタッフを対象として
考えられた内容であり、里親など家庭養護における
ケア提供者の支援としては不足があると感じていた。
この点をライガード博士に確認したところ、すでに
里親用のプログラムを別に検討中とのことで、その
草案の一部を見せていただくことができた。ただ、 
そのプログラムについては未実施であり、実際の効
果についてもまだ評価されていないものであった。 
厚生労働省の明確な指示のもと、家庭的養護推進
への機運が高まった日本の現状においては、実際に
里親委託率が急激に増えている地域もある。今まさ
に里親養育のケアの質をどう維持するか、そのため
のケア提供者への支援方法やシステムの再構築が子
どもの最善の利益を守るために喫緊の課題となって
いる。このニーズを考えるとフェアスタートプログ
ラムの実施において、施設でのケア水準向上への対
応については効果が期待されるものの、里親養育に
ついては、現時点で示された内容では不十分であり、
わが国での実施にあたっては、里親支援に関する取
り組みを補強しながら同時に進める必要があると筆
者は考えるに至った。 
筆者は以前から英国における社会的養護の実践に
ついても調査研究してきたが、その中でも英国です
でに10年以上にわたって実施されその効果に関する
エビデンスも示されているFostering Changesプロ
グラムを補強として考え、その紹介と導入も同時に
進めることを考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フェアスタートプログラムの翻訳については未完
であるが、今後も日本語版完成に向けた作業は継続
し、できる限り早期にインターネット上での学習可
能な状況を整えたい。また、新たに追加された里親
用プログラムについても今後日本語版の準備を検討
したい。最終的には施設養護と家庭養護、両方の取
り組みを提示しながら、子どもの置かれた状況に応
じて、それぞれの場面で子どもにとって最善の利益
が得られるような対応や支援を確立させるべく実践
を展開したいと考えている。 
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